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要 約
患者血清を試料に脂質過酸化物をTBA法を用い,酢酸酸性下(TEA-AA系),塩酸酸性下(TBA-
HCl系)で加熱反応させ,比色法(TBA[OD]値)と蛍光法(TBA[FR]値)で計測した｡併せてFe++
(Fe･TBA値),Fe+++,EDTAの影響を検討した｡
両系においてMDAの検量を行った結果,TBA[OD]値は同一数値が得られたが,TBA[FR]値は
異なって示された｡低TBA値では蛍光法が,高TBA値では比色法が適している結果をみた｡しか
し,患者血清の定量からはTBA[OD]値,TBA[FR]値で良い相関は得られたものの,両測定方法に
関与する血清内在因子の影響は異なることが示唆された｡
TBA-AA,TBA-HC1両系に対するFeの影響は異なり,特にTBA･AA系では著しいFe-TBA値
が得られ,Fe誘導脂質過酸化反応が加熱発色反応中に誘起されていることが示されたが,EDTA添
加でその誘導は抑制された.また,TBAIAA系ではFe++,Fe十十+で同様の影響がみられたが,TBA-
HCl系では異なった影響がみられた｡両系のTBA値,Fe-TBA値の相違の原因としてpH,酢酸の
影響が考えられた｡
患者血清でTBA値とFe-TBA値に相関は得られず,Fe+十誘導反応に相違がみられ,また,EDTA
の抑制作用も血清試料で異なることから,Fe-TBA値で血清の質的な相違が計測できる可能性が示
唆された｡
(1991年11月5日受理)
- 61-
